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町
の
施
設
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

　
　
　
　
　
（
Ｗ
ｉ‒

Ｆ
ｉ
）
整
備
を

現
段
階
で
は
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
な
い

町
長

原
　
　
隆
夫
　
議
員
（
公
明
党
）

質
問　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

は
、
電
話
回
線
が
輻
輳

（
か
く
そ
う
）の
た
め
利
用

で
き
な
い
場
合
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
や

す
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
の
よ
う
な
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
利
用
可
能
な
端
末
の
普

及
で
、
災
害
時
で
も
効
果

的
に
情
報
を
受
発
信
で
き

る
通
信
手
段
で
あ
る
。
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
は

官
民
連
携
が
有
効
で
、
民

主
導
の
整
備
と
連
携
し
な

が
ら
、
防
災
拠
点
な
ど
官

主
導
で
補
完
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

我
が
町
も
町
の
施
設
へ
の

整
備
を
進
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長　

町
は
こ
れ
ま
で
、

公
衆
無
線
ラ
ン
（
ワ
イ
・

フ
ァ
イ
）
の
整
備
と
利
用

に
つ
い
て
考
え
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
時
点
で

は
利
用
者
が
限
定
さ
れ
る

な
ど
投
資
効
果
が
低
く
、

盗
聴
な
ど
の
危
険
性
の
克

服
が
難
し
い
こ
と
か
ら
検

討
課
題
と
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
公
共
の
フ
リ
ー
ス

ポ
ッ
ト
に
人
が
集
ま
る
こ

と
（
特
に
夜
間
）
に
つ
い

て
ど
う
調
整
す
べ
き
か
な

ど
の
問
題
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
公
衆
無
線
ラ

ン
が
全
国
的
に
進
め
ば
、

公
共
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
簡
単
に
な
り
、
通
信
料

金
体
系
も
変
化
す
る
こ
と

な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い

こ
と
か
ら
引
き
続
き
研
究

す
べ
き
課
題
と
考
え
る
。

店舗などに表示されているWi-Fiのマーク

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
長
　
都
の
計
画
を
踏

ま
え
、
策
定
を
進
め
る
。

大
規
模
災
害
時
の
廃
棄
物

処
理
計
画
の
早
期
策
定
を

町
長
　
希
望
者
に
は
無

料
で
対
応
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
に
点
字
表
記
を

「ワーク・ライフ・バランス」
（仕事と生活の調和）のさらなる推進を

引き続き施策の推進に努める町長

齋藤　成宏　議員（民主党）※現：民進党 質
問　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）
の
推
進

は
、
政
府
・
労
働
組
合
・

経
済
団
体
等
が
基
本
的
な

合
意
を
し
て
い
る
、
住
民

一
人
ひ
と
り
に
密
接
に
関

わ
る
普
遍
的
な
課
題
で
あ

る
。

　

瑞
穂
町
も
、
長
期
総
合

計
画
に
そ
の
推
進
に
つ
い

て
盛
り
込
ん
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
早
期
に
具
体
化
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
積
極

的
に
進
め
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

町
長　

町
は
、
出
産
・
育

児
・
介
護
を
初
め
と
し
た

各
種
助
成
や
保
健
行
政
な

ど
政
策
的
な
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、

何
よ
り
も
意
識
の
醸
成
が

大
切
で
あ
り
、
常
に
啓
発

や
情
報
提
供

を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、

行
政
職
員
が

こ
の
課
題
に

積
極
的
に
貢

献
す
る
よ
う
、

現
在
も
男
女

職
員
で
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
に

向
け
た
議
論

を
重
ね
て
い

る
。
社
会
全

体
で
解
決
す

べ
き
課
題
と

し
て
、
今
後

も
広
域
的
な

連
携
を
保
ち
つ
つ
、
引
き

続
き
施
策
の
推
進
に
努
め

る
。

「
入
学
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
導
入
を

最
も
適
し
た
あ
り
方
を
探
る

教
育
長

下
野
　
義
子
　
議
員
（
公
明
党
）

質
問　

小
学
校
入
学
は
子

ど
も
に
も
そ
の
保
護
者
に

も
嬉
し
く
期
待
も
大
き
い

反
面
、
不
安
も
大
き
い
。

幼
稚
園
や
保
育
園
の
遊
び

中
心
の
生
活
か
ら
、
学
び

中
心
の
生
活
へ
と
環
境
も

大
き
く
変
わ
る
こ
と
も
あ

り
「
小
１
プ
ロ
ブ
レ
ム
」

と
い
っ
た
問
題
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
子

ど
も
達
は
遊
び
と
学
校
探

検
な
ど
を
通
し
て
、
保
護

者
は
日
々
の
子
育
て
で
感

じ
て
い
る
事
や
不
安
な
ど

を
語
り
合
う
こ
と
で
、
仲

間
づ
く
り
が
で
き
る
「
入

学
前
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
導

入
を
提
案
す
る
。
教
育
長

の
所
見
を
伺
う
。

教
育
長　

町
教
育
委
員
会

で
は
幼
稚
園
、
保
育
園
と

各
小
学
校
と
の
情
報
交
換

を
は
じ
め
、
臨
床
心
理
士

に
よ
る
園
児
の
観
察
や
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
小
学
校
入
学

前
に
お
け
る
親
子
の
交
流

事
業
は
、
試
行
的
で
は
あ

る
が
、
社
会
教
育
委
員
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、

第
一
小
学
校
に
お
い
て
独

自
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
の
事
業
は
、
一
部
の
参

加
者
か
ら
は
好
評
だ
が
参

加
率
は
低
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
。
今
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
な
ど
が
独
自

に
進
め
た
い
と
い
う
話
が

あ
れ
ば
、
で
き
る
範
囲
で

支
援
を
す
る
と
共
に
事
業

の
主
体
を
含
め
て
、
最
も

適
し
た
あ
り
方
を
探
る
。

横田基地への
ＣＶ－２２オスプレイの配備について
相応の対応を国に求めていく町長

石川　　修　議員（自民新政会） 質
問　

在
日
米
軍
横
田
基

地
の
滑
走
路
延
長
上
に
あ

る
瑞
穂
町
は
、
上
空
を
航

空
機
が
飛
び
交
い
、
航
空

機
の
騒
音
や
事
故
へ
の
懸

念
な
ど
、
町
民
の
生
活
環

境
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。
昨
年
５
月
、
横

田
基
地
に
Ｃ
Ｖ‒

22
オ
ス

プ
レ
イ
が
10
機
配
備
さ
れ

る
と
い
う
計
画
が
発
表
さ

れ
た
。
そ
こ
で
次
の
４
点

に
つ
い
て
伺
う
。

問
①　

オ
ス
プ
レ
イ
配
備

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経

過
。

町
長　

27
年
５
月
に
接
受

国
通
報
が
あ
り
、
10
月
に

環
境
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

問
②　

騒
音
と
安
全
性
へ

の
見
解
。

町
長　

１
機
当
た
り
の
騒

音
は
現
在
配
備
さ
れ
て
い

る
Ｃ
１
３
０

と
大
差
が
な

い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

安
全
性
に
つ

い
て
は
、
事

故
の
可
能
性

を
完
全
に
は

否
定
で
き
な

い
。

問
③　

横
田

基
地
に
配
備

さ
れ
た
場
合

の
影
響
。

町
長　

国
か

ら
は
、
Ｃ
Ｖ

‒

22
の
訓
練

は
、
横
田
基
地
周
辺
で
は

行
わ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

問
④　

町
の
姿
勢
と
今
後

の
展
開
。

町
長　

町
民
の
安
全
と
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
は

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ

て
も
常
に
強
く
求
め
て
い

く
。
今
後
配
備
さ
れ
れ
ば

周
辺
へ
の
影
響
は
少
な
く

な
い
と
考
え
、
相
応
の
対

応
を
国
に
求
め
て
い
く
。

28年度の入学式の様子（第四小学校）

町の上空を飛行するオスプレイ 「瑞穂町女性職員活躍推進プロジェクトチーム」を対象に行われた講演会の様子


